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は じめ に

エ マソ ン(RalphWaldoEmerson,1803-1882)の 『自然(Nature)』(1836年)

を は じめ とす るエ ッセ ーを読 む と,そ こに大胆 に説 かれた 自然(法 則)論

自己信頼 思想,報 償論,直 感主義 人間中心主義,教 会不 要論 といった思想が,

ル ソー(JeanJacquesRousseau,1712-1778)の 代 表作 『エ ミール(Emile)』(1762

年)に 見 られ る自然論等の思想 に非常に よく似 ているこ とに気 がつ く。ル ソー

はこの書 を出版 したため に教会 の憤 りをかい,(教 会 と結 びついた)権 力に

迫 害 され て放浪 の末 に死ぬ。 『エ ミール』 は焚書 処分 。一方,エ マ ソンは,

旧態依 然の教会 に愛想 をつか し,そ の保 守性 を糾 弾す る演説 を最後 に牧師を

辞任(1832年)。 その後,講 演活動 をしなが ら,上 記の ような主題のエ ッセー

を次々 と発 表。アメ リカの先鋭的思想家 としての人生 を送る。

2人 の思想 が相似 しているのに もかか わ らず,両 者 を比較す る論文 は見 当

た らない。米 国エ マ ソン協会 の前会長Wider氏 に問 い合わせ た ところ,「2

人 の比 較 は面 白い観 点です」 と返信 をい ただいた。(日 本 にお いて は,1名

の教育学者が 関心 を持 っていた。*1)そ こ で,非 力 なが ら,2人 の比較 を試

み るこ とに した。本稿で扱 うテクス トにつ いて,は じめに ことわってお きた

い。 まず,『 エ ミー ル』 は英語版 を用い る。エ マ ソ ンは 『エ ミール』 をフラ
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ンス語の原本 と英語版 の両方 で読 んだよ うであるが,エ マ ソンが読 んだ英語

版 は手 に入 らない ため,で きるだ け原典 に忠実 と思われ る,AllanBloomの

訳 を使用す る(彼 は哲学者 で もあ る)。 また,エ マ ソン作 品は,TheSelected

WritingsofRalphWaldoEmerson(ModernLibraryEdition)の もの を使 う。 『エ

ミール』 については主に,ル ソーの 自然論が よく表れて いるBooklとBook4

を扱 い,エ マ ソ ン作 品 につ いては,や は り彼の 自然論が よ く表れ てい る 『自

然』,『自己信頼(Self-Reliance)』,『 報償(Compensa廿on)』 を主 に扱 う。 なお,

引 用部分の 日本語訳 につい ては,今 野一雄 訳 『エ ミール』 と酒本雅 之訳 『エ

マ ソン論文集』 を参考 にす る。

1.エ マ ソ ン が読 ん だ ル ソー の 『エ ミール 』 と 『告 白』

Buellに よ る と,エ マ ソ ンはアメ リカ合衆国 において教 育熱 が高 ま った時

代 に生 まれ合 わせた という。古 い教 育法が批判 され,ル ソーか らペス タロ ッ

チ,ト マス ・ジェファソ ン,フ ー リエ に到 る啓蒙主義者,ロ マ ン主義者,社

会 思想家 たち によるさ まざ まな教育論議が あった時代で ある(310)。 エ マ ソ

ン自身,ハ ーバー ドを卒業 し,は じめ は女学校の教員であ った し,近 所 には

教 育者 ブ ロンソン ・オルコ ッ トがいて,ペ スタロ ッチ的 な教育 を試み ていた

一 詳 しくは
,娘 のルイザ ・メイ ・オルコ ッ トが書 いたGoodWives(1869年)

やLittleMen(1871年)を 読 む と,父 ブロンソンが行 っていた教育(個 人の

能力 を引 き出 しなが ら人格 の陶冶 をす る教育)の 模様 が彷彿 とす る。 また,

書 生 と してエ マソ ンと同居す るこ とになる近所 の青年 ソロー も,ハ ーバー ド

を出た ときは小 学校 の先生 になった。当時 のピュー リタン教 育 に嫌気が さし,

2週 間で辞 め,兄 と塾 を開 く。 その生徒 の中にル イザ ・オル コ ッ トがいたの

である。

そういう時代状況の 中で一 エマ ソ ンの伝 記 を書 いたRichardsonに よ ると一

エマソンは1821年 ～22年(18歳 ～19歳)頃,DeStael夫 人 のLettressurles

ouvyagesdeRousseau(=LettersontheWorksofRousseau)を 読 んで,ル ソー に

興味 を持ったのである(43)。



ルソーとエマソンー2人 の思想の類似と相違一(3)

実 際 エ マ ソ ン の1821年3月(18歳)の 日 誌 を 読 む と,『 エ ミー ル 』 か ら

次 の よ う な 抜 粋 が あ る(Journals,Yo1.1,176)。

"lln'yaquelemechantquesoitseul""lln'yaquelebonquesoitseul
."

Rousseau

Lesplussublimesvertussontnegatives.

Quiestcequinefaitpasdubien?Toutlemondeenfait,lemechantcommeles

austres;-Emilep.191

エ マ ソ ン の フ ラ ン ス 語 の 書 き写 し の 間 違 い は 別 に し て,英 訳 す る と 次 の よ

う に な る 。*2

``Onlythevi皿ainisalone
."``Onlythegoodisalone."Rousseau

Themostsublimevirtuesarenegative.

Whoisitthatdoesnotdoanygood?Everyonedoessomegood,thevillainlike

theothers.-Emile,p.191

ハ ー バ ー ドの 卒 業 を 目前 に し た エ マ ソ ン が ,反 骨 精 神 の あ る 多 感 な 青 年 で

あ っ た こ とが 想 像 で き る 。

さ ら に 彼 の 日 誌 を 見 て い く と一

1823年(20歳)の 日誌 に は,「Rousseau,Voltaire,Montesquieu」 と記 載 が

あ り,注 釈 者*3のfootnoteに,「 エ マ ソ ン は1月16日 か ら3月22日 ま で,

ル ソ ー の 作 品 集(Oeuvres)18巻 の う ち,『 告 白(LesConfessions)』 を 含 む 第

13,14巻 をtheBostonLibrarySocietyか ら 借 り出 し て い る 」 と あ る(Vol.11,

213)。 フ ラ ン ス 語 の も の を借 り出 し て い る わ け で あ る 。

1824年(21歳)の 日 誌 に は,「 ル ソ ー の 『エ ミ ー ル 』 を 読 む 。 子 供 の 成 長

の 観 察 は ル ソ ー に か な う も の は い な い 」 と 書 い て い る(同,308)。

同 年 の 別 の ペ ー ジ に,「Montaigne&Rousseau&Shakespeare&Pope&

others」(同,385)と 記 載 が あ る 。 ル ソ ー を モ ン テ ー ニ ュ や シ ェ ー ク ス ピ ァ,

ポ ー プ と 同 系 列 に 並 べ て い る こ と か ら,理 神 論 や 汎 神 論 に 興 味 を も っ て い た

こ とが 伺 え る 。

エ マ ソ ン は,こ の 年 の12月 に 女 学 校 を 辞 め,ハ ー バ ー ドの 神 学 校 に 入 る
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準備 を始 めている。Richardsonに よる と,「神 学のための書物 も多 く読んだが,

文 学 に も時間 を費 や した。 …ギボ ンを読み,ル ソーを読 んだ。 その効果が彼

の書 き物 に表 れ始めた」(58)と の こ と。

1825年(22歳)の 日誌には 「1月4日 火曜 日… ルソーのエ ミールをロペ ー

ジ読んだ。少 しがっか りだ(alittledisappointed)。 バ イロ ンのConversations

を60ペ ー ジ読 んだ…」「1月5日 水 曜 日… ル ソー のエ ミー ル を24ペ ー ジ読

んだ。 バイロ ンのConversationsを70ペ ー ジ読ん だ」(Yol.III,365)と 書 いて

い る。ル ソー とバ イロ ンとい う,激 しい気 性 をもつ2人 に惹 かれ ていた よう

である。

1826年(23歳)に エ マ ソンに結核 の徴候 が出 る。 エマ ソ ン家 は父 も兄 も

妹 も結核 で亡 くなってお り,弟 のエ ドワー ドもす でに健康 を害 していた。エ

マ ソンはアメ リカ南部 に転地療養の旅 に出 る。健康 を回復 し,1827年 に コン

コー ドに戻 る。16歳 のエ レンに出会 い,婚 約 に到 る。エ レ ンは自分 の兄 が結

核 で死 んでお り,自 身 も結核 を覚悟 してい たようであ る。1829年1月 にエ レ

ンが喀 血。9月 に2人 は結 婚。 しか し,1831年 に彼 女 は死 ぬ こ とにな る。

(Richardson,86)

1827年(24歳)の 日誌 には,「 ルソーの信念(principles)は,彼 が 自分の

行動 を律す る ことがで きる ようになる以前 に損 な われていた(depraved)よ

う だ」(Yol.VI,41)と 記 している。 『告白』 を読んでルソーの生活実態 を知 る

エ マ ソ ンが,『 エ ミール』 の 中で もっ とも らしい教育論 を並べ る ルソー をな

じっている感 がある。

1828年(25歳)の は じめには,Richardsonに よると,「 エマ ソンは ルソー

の病人 に対す る侮辱 的な態度 に不快感(repelled)を 感 じてい た」(86)と い う。

た しか に,『 エ ミール』の 中で も,ル ソーは病人 を自然 に適合 で きない者 と

して冷 た く扱 うので ある。 当時 相次 ぐ身内の病 気を通 し,迫 りくる不 幸の

気 配を感 じ取 っていたであろうエマ ソンの青年 ら しい反発は理解で きる。

しか し,一 方で,や は りRichardsonが 言 うように,「 『エ ミール』の散文 は

エマソ ンがそれ までに読 んだ中で もっとも活力 に満ち(vigorous),魅 力 あ る
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もの(attention-getting)で あ った」「その文体 はabruptでpithyでenergetic

でfluent,そ してextravagantで あ り,エ マソ ンが以前 に読んだ どの読み物 よ

りも,(後 の)エ マ ソ ンの成 熟 した文体 と似 てい た」 「そのテーマ も,『 人 間

は生 きている間,ず っと,制 度 にはめ込 まれて いる。何 ものか になるためには,

つ ま り,自 分 自身であるためには,人 は言行一致で行動 し,己 れの進むべ き

道 を知 り,活 力 と執念 をもってその道 を進 まね ばな らない』 とい うもの で,

エ マ ソ ンと一致 してい た」(86)の で あ る。 エマ ソ ンはルソーに惹か れてい

たのだ。 だが,残 念 なが ら,Richardsonは2人 の共通点や相違点 について こ

れ以上,述 べ ていない。

1832年(29歳)9月 に牧 師を辞任。 この時 のエマ ソンの心 境は,直 前 に

教会 で読 まれ た 『主の晩餐(TheLord'sSupper)』 に詳 しい。 まさに,言 行

一致 の行動 であった
。

1833年(30歳)に エマ ソ ンはア メリカ を飛 び出 して,ヨ ー ロ ッパ各地 を

旅行す る。 その最 中,6月16日 の 日誌 には,「 ジュネーブ。ついに,カ ルヴ ァ

ンや ルソーやギボ ンや ヴォル テー ルやス タール夫人やバ イロ ン等の思想家が

よ く訪れ た堅固 な古 き街 にやって きた」(Vol.IV,194)と あ る。 ルソーを ヨー

ロ ッパ を代表す る思想家の中に連ねているこ とが分 かる。

同年8月24日 に,友 人の紹介 で,イ ギ リスの片 田舎 に(当 時 は無名の作家 ・

評論家 であった)カ ー ライル を訪問 し,人 生観 において意気投合。 カー ライ

ル を"oneofthemostsimpleandfrankofmen"と 讃 えている。*4そ して,8

月26日 の 日誌 に,「T.C.(=ThomasCarlyle)の 読 書は多方面にわたる。 …(彼

によると,)ル ソーの(正 直な)『 告 白』は彼(=ル ソー)が 思 ったほど馬鹿(an

ass)で な い ことを教 えて くれた(と の こと)」(同,220)と 書 いてい る。"an

ass"と は ひ どい言葉 であ るが,カ ー ラ イル のfrankな 性 格 が よ く出て い

る。*5

そ して,同 年9月3日 に,ア メ リカに帰 国す る船 の 中で,「 神 はすべ ての

人の中にい る(Godisineveryman)」(同,84)と い う言葉 を 日誌に記すの

であ る。 これについては次章 で述べ る。
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さて,1835年(32歳)の 日誌 に 「ルソーはDiderotに,"JedefieunCoeur

commelevotred'osermalpenserdumien."(="Idefyaheartlikeyourstodare

tothinkillofmine."*6)と 書 いてい る」(Vol.V,32)と 記 している。 ル ソーが

親友 デ ィ ドロ(ル ソー を思想家 として世に送 り出 した といえ る人物)に さえ

見せ る挑戦的態度 に共感す るところが あったの だろうか。

1836年(33歳)の 日誌 には 「Encyclopedists…Rousseau…Voltaire」(同,

202)と 書 き,ル ソーをフ ランス革命 の誘因 とな った啓蒙 思想家 た ち(百 科

全 書派)の 中 に位置づ けて いる。 『百科 全書』 を中心 的に編纂 したの がデ イ

ドロであった。

この年にエマソ ンの 『自然』 が発刊 され る。

この頃(18241836?)の もの とされ る,何 と,"Encyclopedia"と タイ トル

をつ けたメモ帳 にエ マソ ンは 「人間 は よい ものだ。 しか し,集 まる と悪 くな

る(Manisgood,butmenarebad)。 ル ソー」(Vol.V1,127)と 書 いてい る。 そ

して,後 述す るように,エ マ ソ ンの 『自然』 の中にもこの考 え方 が見 られ る。

1837年(34歳)の 日誌 には 「ル ソーの言葉。"Itisnotpermittedtoamanto

corrupthimselfforthesakeofmankind."」(Vol.V,393)と 記 してい る。 ル ソー

が 『エ ミール』 の最初 に 「人間 は堕落 している」 と書 いているのは有名 であ

るが,こ こに この ように記す とい うこ とは,エ マ ソンが ルソーに賛 同 してい

る とい うこ とであ ろ う。 実際,エ マ ソ ンの 『自然』の 中に,「 人 間は堕 落 し

ている」 とい う意味 の言葉が何度 か出て くる。

1838年 の マーガ レッ ト・フラー(エ マ ソ ンと親 しかった超絶主義者 の女性)

に宛 てた手 紙 には,「 偉 大 な天 才 を先 に見つ け,そ の価値 をこ とばで書 き記

すの は何 と難 しいこ とか一 ギボ ンであれ,ル ソーであれ,誰 であれ …」(こ

の後 ゲーテの ことを述べてい る)(Vol.VII,92)と 書 くし,1839年 に は先程

の 「Manisgood,butmenarebad.」 とい う言葉 をまた記 してい る(同,181)。

以 上,エ マ ソンが 『自然』(1836年),『 自 己信頼』(1841年),『 報 償』(同 年)

とい った代表作 を書 き上げ るまでの期 間,日 誌や メモ帳の中で ルソーの こと

を頻繁 に取 り上げ,コ メ ン トし,し か も彼 を ヨー ロッパの主要 な思想家 の 中
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に位置づけていることが確認された。エマソンがどれほど強 く彼を意識 して

いたかを示すものと言ってよいであろう。

2.ふ た りの 自然論 一 その 微 妙 な違 い一

ルソーは 『エ ミール』 のBooklで,人 間の現状 について ,次 の ように言 う。

「万物 を創 る者(theAuthorofthings)[=神]の 手 を離 れると きすべ てはよ

い もの(good)で あ るが,人 間の手 に移 る とすべてが悪 くなる(degenerates)」

「人 間は(自 然界の)す べて を悪 く変形 させ る(disfigures)。 人 間 は醜悪 なも

の(deformity),怪 物(monsters)を 好 む」「偏見,権 威 必然,実 例,私 達

をお さえつけてい るい っさいの社 会制度(socialinstitutions)が そ の人[=

子 供]の 自然 を絞 め殺 す」(7)。 ま た,「 ひ とつ の ところに集 まれば集 まる

ほ ど,い よい よ人間は堕 落する(corrupted)。 … 羊の群れの ようにひ しめ きあっ

ている(crammed)人 間 はすべて,す ぐに滅 びて しまうだろ う」(30)と も。

心の きれいな子供 も,大 人が作 った社 会がだめ にす るというのだ。 それに対

し,「 自然人(naturalman)は 自分がすべてである」 と自然人 を讃 え,「 りっ

ぱな社会制度(goodsocialinstitutions)は,人 間 をこの うえな く不 自然 な も

のにす る(denature)… 」 と言 う(10)。

一 方
,ル ソーの言葉 と して,「Manisgood,butmenarebad.」 と書 き留 め

たエマ ソ ンは,人 間の現状 をどう見 たの であろ うか。 『自然』 の ま とめ にあ

たる 「展 望(Prospect)」 の 章に,「 人間は落 ちぶ れた神 だ(agodinruin)。

童 心 こそ永遠の救 世主であ り,堕 落 した人間たち(fallenmen)[を 救 って く

れる]」(37)と 言 う。 さらに,後 の1844年 に発表す る第2シ リーズの 『自然』

の中でも,「 偽 り多い社 会」(falsesociety)の こ とを責め たあ と,「 人間 は堕

落 している(fallen)。 自然 はまっす ぐで(erect)… 」(368)と 言 う。そ して,

人 間は集 まるよ り,孤 独 にな ることによって(天 界の星 の光 や透 明な大気の

おかげで)「 崇高 なる もの(thesublime)[=神]」 の存在 を覚知 で きる とす

る(5)。 ル ソーのい う 「自然 人」 は 自立 した人間であ ったが,そ れ はエマ

ソ ンのい う 「自己信頼(self-reliance)」 の 人間一 自分 と自分の感覚 を信 じら
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れる人間一 ということになろうか。エマソンはルソーの見方 を継承 している

といってよい。

次に,ル ソーは自然の厳 しさと子供の育て方 について書 く。「子供 には,

運命の打撃に耐え,… 凍 りつ くアイスランドの中でも,マ ルタ島の焼けつ く

岩の上でも,生 きることを学ばせなければならない。あなたがたは子供が死

ぬことにならないようにと用心するが,死 ぬときは死なねばならない」(12)。

さらに,「自然を観察するがいい。そして自然が示 してくれる道を行 くがいい。

自然はたえず子供 に試練を与える(exercises)。 …苦痛 とはどういうものか

を早 くから教える。歯が生えるときは熱を出す。激しい腹痛がけいれんを起

こさせる。 とまらない咳がのどを詰まらせる。虫(WOI'111S)に 苦 しめられる。

多血症が血を腐敗 させる。…生 まれる子供の半分は8歳 にならずに死ぬ。試

練(thetests)に 合格すると子供には力がついている」(17)「 これが自然の

法則だ(nature'srule)。 なぜそれに逆らおうとするのか。あなたがたは自然

を矯正するつもりで,自 然の作品をぶちこわしているのがわか らないのか。

…不順 な季節,風 土,環 境 飢え,渇 き,疲 労に対して彼 らの体 を鍛練させ

る(harden)が いい」(18)「 病弱な子供は…自分の体を守ることばか りを考

えて,自 分にとっても他人にとっても役立たずで…ひたす ら死をまぬがれる

ことを考えている」(24)「 動物は病気のとき,何 もいわずにがまんして静か

にしている。人間ほど病弱な動物はいない」「動物は私たちよりも自然に適

合 した生活をしているから私たちほど病気にかからない」(26)と 言う。

エマソンは 『自己信頼』(1841年)の 冒頭で,「幼い子供を岩の上に投げよ/

彼を雌狼の乳で育てよ/鷹 や狐とともに冬越 しをすれば/活 力と速力が手と

な り足 となるであろう」(132)と 言い,『 自然』 では,「(人 間が神か ら疎遠

なものになり)自然の中で異邦人(strangers)に なると…鳥の歌が分か らない。

狐や鹿がわれわれを見て逃げ出 し,熊 も虎 もわれわれを引 き裂いてしまう。

…植物の効用もほとんど分からない。…これは人間と自然との間にどれほど

の不調和(discord)が あるかを教えて くれているのかもしれぬ」(33)「 人間

は自然を相手に自分の力を半分 しか使っていない。…安っぽい智恵で世界を



ルソーとエマソンー2人 の思想の類似 と相違一(9)

支 配 してい る。…彼の心は獣 同様(imbruted)で 自分の ことしか考えぬ野蛮

人 だ(aselfishsavage)」(37)と 言 う。 この ように,自 然の厳 しさを描 く2

人 の表現 はとて もよ く似 ている。 しか し,ル ソー は動物 を 自然 に近 い もの と

して讃 えるの だが,エ マ ソ ンは褒 める ときと(上 記最後 の引用 の ように)け

なす ときがあるこ とに気づ く。

ところが,さ らに読み込む と,2人 の 自然論 に違いが表れて くる。

まず,ル ソーの 自然論であ るが,こ れはBook4の 「サ ヴォワの助任 司祭 の

信仰告 白」 に詳 しく書か れている。教会 を不 要 と し,自 分の心 の声 に忠実 で

あれ とす るこの箇所 は,教 会 を憤 らせ,教 会 と結託 した権力 に よってル ソー

は迫害 の憂 き目に遭 い,『 エ ミール』 は焚書 の処分 を受 けるこ とになる。

ル ソーは言 う。 「ある法則(certainlaws)に 従 って動 く物 質はある英知(an

intelligence)を 私 に示 して くれる。…能動的で もの を考 える存在(anactive

andthinkingbeing),… そ うい う存在者が存在す るの だ。 回転す る天空の中

だけで な く,私 たち を照 らしてい る太陽の 中に も存在 する。私 自身の うちに

だ けでな く,草 をはむ羊,空 を飛 ぶ小 鳥,落 ちて くる石,風 に吹かれてい く

木の葉の うちにも存在するのだ」 「私は世界には秩序(anorder)が あ ると考

え る」(247)「 わ れわれの内 なる感情(sentiment)に 耳 を傾 けた とき…はっ

き り と感 じ られ る秩 序(thesensibleorder)は 至 高 の英 知(asupreme

intelligence)を 示 す ことになるのではないか。 あ らゆる存在の調和(hamlony)

と互 い を維 持 しようとす る見事 な協力関係(concurrences)[が あ るこ とが分

か る]」(248)「 宇 宙 に は,他 のす べ ての もの の共 通 の 中心 な る もの(the

commoncenter)が あ り,そ の まわ りにすべ ての ものが秩序づ け られ,す べ

てが互い に 目的 とな り手段 となる。人間の精神(themind)は,こ の無 限の

関連(thisinfinityofrelations)の うちに荘然 として自己を失 う」「宇宙 を動か

し,万 物に秩序 を与 えている(ordersaUthings)こ の 『存在者』(Being)を

私 は 『神』("God")と 呼 ぶ」「私 はいた る ところでそ のみわ ざ(Hisworks)

に よ り神 をみ とめる(perceive)。 私 自身のうちに神 を感 じる(sense)。 どち

らを向いて も,わ た しの まわ りに神が見 える」(249)と 。 汎神 論であ り,自
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然界の 中に厳 とした秩序,法 則 を感 じ取 ったル ソーの興奮が伝 わって くる。

エマ ソンの 自然論 を見 てみ よう。1833年9月3日 の日誌 に「(人が得 るべ き)

最 高の啓示」 として,「 神がすべ ての人 の中にいる(Godisineveryman)と

い うこ と」(Vol.IV,84)と 記 したエマ ソンであ るが,「(人 間の)知 性(the

intellect)は ものの絶対的 な秩 序(theabsoluteorderofthings)を,神 の心 の

内部 にあ るが ままに探 り出す」(12)「 木 の葉1枚,水 の1滴,結 晶体1個,

一 瞬の時間 も全体(thewhole)に 関 わってお り
,全 体の完成 にそれぞ れひ と

役か っている。分子 ひ とつ ひ とつが1個 の小 宇宙(amicrocosm)で あ り,… 」

(22)と 言 うと き,ル ソーが書 いた ので はないか と見 まが うほ どであ る。 と

ころが,「 それ ら(分 子 ひとつ ひ とつ)が 世界の似 姿(1ikeness)を 忠 実 に描

き出す」 と言 い,「人間の手は トカゲ類の ひれ状の足 に似てお り,建 築は 『凍っ

た音楽』,ゴ シ ック風の教会 は 『宗教 を石 で表 した』 と言 え,楽 音 が蛇,牡 鹿,

象 の ような動 きを描 き,川 は流れ てい くとき,そ の上 を流 れる空気 に似 てお

り,… 生物 はそれぞれお互い に形 を変 えているだ けであって,違 って いる面

よ りも似て いる面 のほ うが大 き く,根 本 的 な法則 はすべ て同一不 変だ(one

andthesame)」 。 そ して,そ の根源 は 『普遍的霊』(UniversalSpirit)に あ る

ことを表 してい るとい う(22-23)。 ル ソー同様 根源 の法則 に言及す るの だが,

ル ソーは調和,秩 序,法 則 の面か ら 「神 」の存 在 を言 うのに対 し,エ マ ソン

はそれに加 えて,自 然界の もの同士の似通いの中 に 「統一性」(Unity)[=法

則 性](23)を 感 じ,「 普遍 的霊 」「神」 の存在 を推 し量 る。

そ して,エ マソ ンは さらに一歩進 める。 神なる ものを覚知 した者 はす でに

「神 」なのである,と 。エマ ソンはそ の境地 で 『自然』を書 いている。だか ら,

「序」において,い きな り,「 われわれ は創造 されたこの世界 が完全 であ る こ

と(theperfectionofthecreation)を 信 頼 してい なければ ならぬ」(3)と 言 う。

神 は 自分 に似せ て,完 全 な形 で アダムを創 ったのだか ら,そ の子孫で あるわ

れわれはすべて,「 神」になる資格 をもっているのであ る。「われわれ(=神)

の 問いかける疑 問には,わ れわれ(=神)が 答 えることの で きない もの はひ

とつ もない」「ものの秩序 がわ れわれ の心 に 目覚 めさせ た好 奇心 を,も のの



ルソーとエマソンー2人 の思想の類似と相違一(11)

秩序はすべて満足 させ られる」(3)の だ。さらに,「人間のあ りのままの状
せい

況 が彼の 質問へ の答 え」「人 間は生 の まま に答 え を行 動 で見せ てい る(He

actsitaslife)」(3)と も言 う。人間のあ りの ままの姿 行動 にすべ ての疑問

への答 えが表れ てい る とい う大胆 な論理 である。そ して,「 む き出 しの大 地

に立 ち,一 頭 をさわやかな大気 に洗 われて,無 限の空 間の中 に昂然 ともたげ

れ ば一 い っさいの卑 しい 自己執着 は消 える。 …私 にはいっ さい が見 え,『 普

遍者』 の流れ(thecurrentsoftheUniversalBeing)が 私 の全 身 を走 り,私 は

神の一部だ(IampartorparcelofGod)」(6)と な る。そ して,「 野や森が

与 えて くれる最大 の喜 びは,人 間 と植物の 問の神秘 的関係性 を示唆 して くれ

ること」(6)「(強 烈 な光 の もとで)美 しくな らない ものは ない。死 体 さえ

美 しさを備 えている。…(自 然界 の)個 々の形体 も目に心地 よい ものばか りだ。

(た とえば)ど ん ぐ り,ぶ ど う,松 か さ,… ライ オ ンの 爪 蛇,蝶,貝 殻,

炎 …」(9)と 言 うと き,彼 は神 の 目で 自然界 を見 てい る。神 が創 った もの

はすべ て完壁であ り,す べ ては美 しい。恐れ るもの は何 もない一 とい うわけ

である。*7

また,ル ソーに とって,自 然 は人間に試練 を与え,自 然界 に行 き渡 る神性

に気づ かせる存 在(=厳 しい教 師)で あったが,エ マ ソンにとって 自然 は人

間が 自身 の神性 に気づ くように導 き,育 む好意的な存在である。「獣,火,石,

穀 物が 人間 に奉 仕す る」「自然 のすべ ての部 分が人 間の ため に役立 とうと,

た えまな く互い に協力 し合 う」(7)「 神 の慈 愛(thedivinecharity)が … め ぐ

りめ ぐって人間 を育 む」(8)と 言 い,さ らには,「 自然は薬効 を備 えていて

(medicinal),(調 子 を狂 わせ た人間の)本 来の調子(tone)を 回復 して くれ る。

… 自然 を包 む,永 遠の静寂 の 中で,人 間はお のれ 自身 を発 見す る」 「朝風 と

ともに膨張 し,(自 然 と)ひ とつ になって呼吸す る。 …何 と見事 に,『 自然』

が われわれ を神 さなが らに変 える(deify)こ と か」(9)と 言 う。一 ルソー

が 自然界 に秩序 や法則 を発見 した時の驚 きや興奮 を超えて,エ マ ソ ンは(神

とかわ らぬ人 間と して,)自 信 と落ち着 きを見せてい る。

そ して,エ マ ソンは 自然界 の秘密 をひ とつ明かす。 自然界にあ る ものはす
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べて,言 語 の役割 を果 た してお り,自 然 の 自己表 現であ り,「 人 間の もつ何

かの精神 的事 象の象徴(asymbolofsomespiritualfact)」(14)で あ る と言 う。

「自然全体が人 間精神 の隠喩 だ(ametaphorofthehumanmind)。 精 神 の道徳

法則(thelawsofmoralnature)が,さ なが ら鏡の 中で対面す るよ うに,(外

部の)物 質 の法則 に符号す る」(17)と い うのだ。「怒 れる人 はライオ ン(の

形で 自然界 に現 れ),狡 猜 な人 は狐 頑強 な人は岩,学 識 の ある人 は松 明で

あ り,子 羊 は無垢 を現 し,蛇 は陰険 な怨念,花 は こまやかな愛情,光 と闇 は

知識 と無知 … を表す」(14)と 説 く。 この,"自 然界 の姿が 人 間の心 の現 れ"

とい うエマ ソ ンの発想 は,別 府恵子氏 も認める ように*8,西 洋哲 学史の中で

「新鮮 な」 もの(43)で あ る。 これは,自 然 と人 間が文字通 りひ とつ であ る

ことを示 してお り,こ れ を覚知 した者 こそが神 とい うこ とになろ うか。仏教

の 「依正不二論」*9に 極めて近い ものである。なお,エ マソ ンが最初 に自分

の中に醜い ものた ちが住 んでい ると覚知 したの は,1833年7月13日 に パ リ

の植物 園を訪 れた ときで,陳 列 された動植物 を見 なが ら 「万物が,観 察す る

人 間の内面 の何 かの 資質の形象 である。早 い話が,さ そ りと人 間の神 秘的 な

類似 関係 …私 は私 の内面 にムカデ,わ に,鯉r狐 がい ると感 じる*lo」(吻 乙

N,200)と 書 き記 している。そ して,「 実に平然 とにこや かに,人 間精神(the

mind)は 自然界の さまざまな法則 を次々 に理解 してい く。…人間の洞察力が

彼 を気 高 くす る。 自然 の美 しさが彼の中で輝 く」(20)「 わ れ われの関わ るす

べ てが,わ れわれに向かって道 を説 く(preach)」(21)「 農 場 は物言 わぬ福音

(amutegospel)で あ り,… もみが ら,小 麦,草 木,胴 枯 れ病,雨,昆 虫,

太 陽 …襲 いかか る冬 の雪 …,す べ ては神聖 な象徴(asacredemblem)な の

だ」(22)と 今 述べ たエマ ソン思想 を確認 し,「 海 に打たれ る岩 が漁夫 に堅忍

を教 え,風 が嵐 に乱 れる雲 を駆 り立て,残 った汚 れをしらぬ深 々 と した青 空

か ら人 間が平静 さを学び,獣 の演 じる無言劇か ら どれほ ど勤勉 と配慮 と思 い

や りを学ん だ ことか」(22)と,再 び,自 然が人 間を慈 しみ,訓 育 して くれ

てい ることを示す。一 どち らもル ソーにはなかった展開であ る。
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3.ふ た りの類似点

ふた りの思想の類似点はいくつもあるのだが,こ こではひとつだけ挙げて

おきたい。すなわち,自 然,あ るいは宇宙がバランスを求めるという考えで

ある。宇宙は 「秩序」を維持するためにバランスの機能をもっている,と 両

者 ともに説くのである。

ルソーはまず,「神 は人間の力 をごく限 られたものにしているので,人 間

が自由を悪用する余地を残 していて も,(宇 宙)全 体の秩序 を混乱させ るこ

とにならない。…世界の組織(thesystemoftheworld)[=秩 序]を 何 ひと

つ変えることにならない」(253)と 述べて,宇 宙のバ ランスの力 を説く。宇

宙は完全であ り,人 間が悪を行おうとすれば(=秩 序 に背けば),は ね返 り

がある。その悪事に気づかせるのが 「良心」(conscience)で あるとする。

そして,「 自然が私たちにいろいろな必要を感 じさせるのは,私 たちの身

を守るためである。体の痛みは体の調子が狂っているしるしであり,そ の狂

いを直せ とい う警告である」 とし,「死はあなたが自分で作 り出している病

気 を治す薬なのだ。自然はあなたがいつまで も耐え忍んでいることを欲 しな

かったのだ」 と,ま たしても冷淡なことを言う。「原始的で単純な生活をし

ている人間は苦 しみに悩 まされることが少ない。彼 らはほとんど病気をする

こともな く,情 念(passions)も 感じないし,死 を予感 した り感 じることも

ない。感 じるときは有難いと思っている。… ところが,私 たちは空想的幸福

を求めて多 くの現実の不幸を招いている」 と,自 然人でない人間の不幸の原

因と結果を示 しながら,「個々の悪はそれに苦 しんでいる存在の感情の うち

にだけある。…いまわしい進歩をやめ,私 たちの不徳をあらためれば,何 も

か もよくなる」(254)と,堕 落か らの立ち直 りを薦める。 自然人になって,

宇宙の 「秩序」に従えというわけである。「秩序」を回復させ ようとする正

義の叫びが 「良心」である。

さらに,ル ソーはいずれ思想犯 として逮捕される危険を感 じてか,「 この

世における悪人(thewicked)の 勝利 と正 しい人(thejust)の 迫害…宇宙の

調和のうちに見られるそういう腹立た しい不調和(adissonance)は 」と述べ,
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「死 に よってすべ てはふ たたび秩序 を回復 す る」(255)と 言 う。 その 人の魂

は死 なず,新 たな幸福が始 まると し,「(死 ぬ ことで肉体が無 くなった あ と)

純粋 な精神 にどん な不正 を行 うこ とがで きよう」(257)と 展 開す る。 悪 は攻

撃の相手がい な くな り,自 ずか ら消 えて無 くなる とい う,極 め てネガ テ ィヴ

な展 開 ともいえる。 しか し,悪 人について,「至高の正義(supremejustice)は,

… 悪 をもた らした罪 を罰 して いる。 …偽 りの成 功のさなかにあ って さえ,(悪

か ら くる)情 念 は君 たちの悪行 を罰 してい る」 と因果応 報 を説 き,「 地獄 は

すで にこの世 にお いて悪人 の心 の うちに存 在す る」(257)と 言 うとき,仏 教

でい う 「因果倶時論」*11と 重 な る。 これ を さらに身近 な例 をあ げて解 説 ・

展開す るのがエマソ ンであ る。

なお,「良心」については,「人間 の心 の底 に正義 と美徳 の生得 的 な原理(an

innateprinciple)が あ り,… これ に私 は 『良心』 とい う名 を与 える」(261)

と も述べ,プ ラ トンの イデ ア論 を受 け継 いでいる。 そして,「 幸福」 とは,「 偉

大な存在者(thegreatBeing)[e神]が うちたてた秩序 を認め,こ の秩序 を

楽 しむ こと」「この善 なる体 系 の中 に 自分 が秩序 づけ られた と感 じる こ と」

であ り,「(社 会の不正の中で)自 由 を正 しく用 いることは,魂 に とって功績

(merit)に な り,報 償(recompense)に な るのであって,魂 は地上の情念 と

戦い,… 変わるこ とのない幸福へ の道を準 備する」(265)と ま とめ る。

さて,エ マ ソ ンは 『報償(Compensation)』 の 中で,ま ず,自 然,そ して

宇宙 自体 がバ ラ ンス よ く出 来上 が って い る と言 う。 す べ て の もの に極 性

(polarity)が あ り,「 作用 と反作用,闇 と光,潮 の干満,雄 と雌 植物や動物

の吸 う息 と吐 く息,… 求心力 と遠心 力,… 精神 と物質,奇 数 と偶 数 主観 と

客観 内 と外,上 と下」(156)等 々,ど れ も片方 だけで存在 で きないのであ る。

この属性が 「松の葉1本 」 に も 「麦 ひと粒」 に も 「あ らゆ る動物 の種 族 のそ

れぞれ」に も備わ っている。「動物界 の中 に もと くに恵まれている ものはな く,

あ る種の償いの作用 で釣 り合 いを保 ってい る(balances)」(156)と 言 う。「あ

らゆる過度 は欠乏 を,あ らゆる欠 乏 は過 度 を引 き起こす」 とし,「 甘 味 には

酸味,善 には悪が ともなう。快楽 を感 じる能力 はその濫用 に同等 の罰 を科 せ
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られ る」 と展開す る。

そ して,善 悪 のあ り方 の議論 にな る と,ル ソーに似 て くる。「自然 は独 占

や例外 を嫌 う。…すべて を平面化 しよ うとす る(leveling)力 が いつ も働 いて

いて,不 遜 な者(=悪 人),強 い 者,豊 かな者,運 の いい者 を他 の者 と同 じ

地面 に引 きおろす」(157)「 何 千 人 を見下 ろすほ どの位 置 にいる人 も,そ の

高み にふ さわ しい義務がい ろいろある(そ れ を果た さないと暴動が起 きる)」

「悪 を阻止 す る手 立てが今 は見 えてい な くて も実 は りっぱ に存在 してお り,

やが て姿 が見 えて くる」(158)と 言 う。 そ して,こ の現象は 自然界のすべ て

に見 られ るのであ り,「 自然 の中 にあ る もの はどれ もこれ も,自 然界のすべ

ての能力(powers)を 含 んでい る。 どれ もこれ も,秘 め られた同一の材料(one

hiddenstuff)で で きている」(158)と 言 う。

このよ うに,宇 宙 にはバ ラ ンスの法則,報 償 の法則が存在 してい る と言 う

のだ。「遍在(omnipresence)と は,神 があ らゆる苔 や クモの巣 の中に少 し

も欠け ることな く,そ っ くり存在 してい るというこ とだ。宇宙 の価値 はすべ

ての点 に まで入 り込 んでい る。 善が入 っていれ ば悪 もち ゃん と入 ってい る」

(158)と 汎 神論 自然法則論 を改 めて述べ ておいて,「 あ らゆる行為 は報 わ

れる(Everyactrewardsitself)」 「確実 にあ らゆる罪が罰せ られ,あ らゆる徳

が報 い られ,あ らゆる不 当が償 われる」 と因果応報論(retribution)を 説 く。

そ して 「原因 と結果,手 段 と 目的,種 子 と果 実は分離で きない。結果 はす で

に原 因の中で花 咲 き,目 的 は手段 の中に,果 実は種子 の中に,あ らか じめ存

在 している」(159)と 見 事 に仏教 的「因果倶 時論」につな ぐのだ。 ルソーが言 っ

たことをさらに分か り易 く展開 した と言 える。

しか しなが ら,こ の報償論 に もエ マ ソン的な特 徴が見 出 され る。「愛 と公

正 に背け ば 不安 によって罰せ られ る」(163)「 徳 は,悪 に対 峙す るこ とを

万物 に強い る」(165)「 殉 教者 か らその名誉 を奪 い取 ることはで きない」(167)

とい う展開 は,ル ソー そっ くりであ るが,「 病気,犯 罪,貧 窮な どあ らゆ る

災 い も,結 局 は恩 人であ るこ とが分 かる」「善人は弱 さや欠 乏で さえ味 方 に

つ ける」(166)「 あ らゆる事実 の底 に潜 む深遠 な治癒力(thedeepremedial
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force)が あ る」(171)と い った前向 きの言葉 は,自 然 を好意的 に感 じ取 れ る

エマ ソンでなければ紡 ぎ出せない言葉 であろ う。

お わ りに

本稿は最初に,エ マソンの日誌を通 して,エ マソンがどれほどルソーを意

識 していたかを確認した。ときに共鳴 し,と きに反発 しているようす,ま た

ルソーをヨーロッパの主要思想家の中に入れていることが明 らかになった。

エマソンは,ル ソーの作品の中でも,と くに,『 エミール』 と 『告白』か ら

大 きな影響を受けたようである。

ふた りの主要作品を読み比べてみると,自 然論,自 己信頼思想,報 償論

直感主義 人間中心主義 教会不要論等に,両 者の思想の近似性がうかがえ

るが,今 回は,「 自然論」 と 「報償論」に焦点をあて,ル ソーとエマソンの

類似点,相 違点を論じてみた。

まず,両 者が示すく秩序 ・法則〉としての 「神」の とらえ方が非常によく

似ていた。ただし,そ こには微妙な違いも存在 してお り,エ マソンは自然界

のすべてのものが互いに似通っている点を"法 則"性 のひとつに挙げている。

そしてさらには,「 自然界の姿が人間の心の現れである」 とする,仏 教でい

う 「依正不二論」の視点さえ見せるのだ。 また,エ マソンは 「(人間が)神

になる」 とも言う。この発想も,実 は仏教的である(仏 教には 「成仏」一仏

になる一 という発想がある)。 この点に関して,ル ソーは 「自分の中に神が

いる」 とまでしか言っていない。なお,自 然界および宇宙がく秩序 ・法則 〉

に則って存在するという考え方 も,実 は仏教にあることを付け加えておきた

*12い
o

次に,ル ソーは自然を人間にとって厳 しい 「試練」の場ととらえていたが,

エマソンは(そ ういう側面も少 しあったが)む しろ慈愛 と 「訓育」の場 とと

らえている感が強い。ふたりの執筆当時の境遇の違いがその違いを生んだの

であろうか。ルソーは過激な反教会主義者であ り,教 会と結託 した権力によ

る迫害の危険を感 じていたと思われる。実際 『エミール』を見て も,「悪」



ルソーとエマソンー2人 の思想の類似 と相違一(17)

と 「正義」についての言及が多 く,そ して 「正義」が敗れたときの死後の救

済にまで触れている。 しか し,エ マソン作品には 「悪」 という語はそれほど

目立たない。自分を神と同等に見る 「自己信頼」の境地に達した彼にとって,

(たとえ,牧 師を辞任 し,教 会か ら離れることになって も)宇 宙のすべては

好意的で,あ らゆる事象は幸福とつながっていたのか もしれない。この傾向

は,後の1844年 に発表される第2シ リーズの 『自然』にさらに強 く出ており,

自然はその魔法の力(spells,enchantments)と 治癒力で,人 間を慈 しみ,育 て,

蘇生させるものとして扱われることになる。

さらに2人 の類似点 として,と くに,自 然 ・宇宙が 「バ ランス」「報償」

を求めるという考え方を挙げておいた。そして,ル ソーが 「因果倶時論」と

呼ばれる仏教的視点を垣間見せてお り,そ れを分か り易 く,具 体的に展開し

ているのがエマ ソンであると述べた。先 に述べた 「依正不二論」その他 と合

わせ,ふ た りがこういった仏教的発想をどこで身につけたのかが気になると

ころである。

紙幅の関係で述べ られなかった両者のさらなる類似点,相 違点については,

稿を改めて論 じたい。

注

1.市 村 尚 久 氏 は エ マ ソ ンの 『人 間 教 育 論 』 の 解 説 に お い て,エ マ ソ ンの 教 育 に 関す

る著 作 を通 読 す る 中 で,「 自 然 」 を 中心 に お い た ル ソー 的 な 教 育 観 を見 出 した が,

エ マ ソ ンが ル ソ ー に言 及 す る 箇所 は な か っ た と して い る 。

2.英 語 訳 は,本 学 文学 部 元教 授(フ ラ ンス 文 学)OlivierUrbain氏 に お 願 い した。

3.WilliamH.Gilman,AlfredRFerguson,MerrellRDavisの3氏 に よ る編 集 で あ る。

4.TheCorrespondenceofCarlyleandEmerson,1834-1872,Vol.1(ProjectGutenberg)

の 中 で,2人 が 出会 って2日 後,カ ー ラ イ ル は母 へ の手 紙 に エ マ ソ ンを"oneofthe

mostlovablecreatures"と 書 き,夫 人 も 「この 片 田舎 に来 て いた だい た,ノ ア の洪

水 以 来 の す ば ら しい お客 様 」 と讃 えて い る 。 出 会 い か ら1週 間後,エ マ ソ ンは 友 人

の 手 紙 に,カ ー ラ イ ルの こ と を"oneofthemostsimpleandfrankofmen"と 呼 び,「 と

て も誠 実 で,(一 緒 に い る と)自 分 の 心 が 豊 か に な っ た 気 が す る。 こ ち らが知 らな

い こ とが あ っ て も,知 っ たか ぶ りを しな くて も よい 人 物 」 と書 い て い る。
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5.カ ーライルによると,ル ソーはフランスでは 「崇拝」され,イ ギリスでは 「汚物

(offscouri皿g)」扱 いを受けていたとのこと。カーライル自身は彼を「神格化されたり,

捨 て去 られた りする,高 適 で気高い とさえ思えるのだが,社 会 的に不適格 な

(misarranged)人 間」「高い理想と低劣な行動[を 合わせもつ人間]」 と位置づけて

いる。(Cumming,402)

6.や は り,OlivierUrbain氏 訳。

7.エ マ ソンは1838年 にハーバー ド大学の卒業式で行った 『講演(AnAddress)』 の

中でも,「もし心が正 しければ その人は神であり(isheGod)… 」(Writings,64)「(善

の力 をもつ人間は)そ の力により,自 分自身が神(theProvidence)と な り…」(同,

65)と 言 っている。

8.「 対応(correspondence)」 思想 と呼ばれている。

9.「 依正不二論」は,中 国 ・天台宗妙楽(711-782)が 法華経玄義釈籔第14に 解説 し

た思想で,「 正報(生 活主体である自己)」 と 「依報(生 活環境である自然)」 とは

観念のうえでは区別できるが,実 際には分離することのできないものであり,両 者

の関係は相依相関性をなしているとする。(『仏教哲学大辞典』第3版(創 価学会

2000年)P.157)

10.日 本語訳は,ボ スコ,マ イアソン,池 田対談 『美 しき生命 地球を生きる 哲人

ソローとエマソンを語る』P.151よ り借用 した。

11.「 因果倶時論」は,釈 尊の法華経に説かれる。原因とされるものとそこから生ずる

結果とされるものの間に時間的経過が見られず,一 体に同時に具わっていることを

いう。(上記 『仏教哲学大辞典』第3版P.113)
け うなんげ

12.釈 尊の法華経に 「仏の成就 したまえる所は,第 一希有難解の法な り。唯,仏 と仏と,
いま よ く じん

乃し能 く諸法の実相を究尽 したまえり」とあり,"法"の 実相を覚知 した者が仏と

されている。(『妙法蓮華経並開結』(創 価学会1976年)P.154)
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